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	PTXTTAIOUSAKU: 細田堀排水路改修工事が順調に進んでおり、大堀川についても、平成３０年度から改修工事に着手予定である。また、豊里東部排水機場については、県による基幹水利施設ストックマネジメント事業において、老朽化した設備機器の更新中であり、全体的に治水対策の強化が図られている。今後も引き続き、災害に強いまちづくりを目指し、河川、排水路の改修並びに排水機場の設備機器早期更新に向けての働きかけを行っていく必要がある。
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宅地などの浸水箇所数については、超大型台風２１号により全国的に甚大な被害を受けたにも関わらず、排水機場を迅速・適正に
運転するなどの対応をとり、内水氾濫の被害を最小限に抑えることができた。
	PTXTKENKAI: 細田堀排水路及び大堀川についての改修工事、県による基幹水利施設ストックマネジメント事業に伴う豊里排水機場の設備機器更新等が順調に進み、全体的に治水対策の強化が図られている。また、日頃からの排水路、河川等の維持管理や排水機場の運転を適切に行った結果、豪雨等による被害を最小限に抑え、市民の方に安心感を与えることができた。今後も、市民の方が治水に対し安心した生活を送れるよう、努めていく必要がある。
	TORIKUMI1: 河川整備全体計画・排水計画の策定
	TORIKUMI2: 主要河川の改修促進、準用河川・普通河川の改修推進
	TORIKUMI3: 排水機場の整備
	TORIKUMI4: 河川・用排水路の維持管理
	SIHYONM1: 市民の水害に対する安心度
	SIKI1: 深谷市民まちづくりアンケート
	SIHYONM2: 宅地などの浸水箇所数
	SIKI2: 国土交通省による水害統計調査
	SIHYONM3: 
	SIKI3: 
	SIHYONM4: 
	SIKI4: 
	SIHYONM5: 
	SIKI5: 
	TANI1: ％
	TANI2: 箇所
	TANI3: 
	TANI4: 
	TANI5: 
	DUMY2: 
	DUMY3: 
	DUMY4: 
	DUMY5: 
	DUMY6: 
	MOKUHYO1_1: 75.5
	JISSEKI1_1: 75.7
	MOKUHYO1_2: 0
	JISSEKI1_2: 6
	MOKUHYO1_3: 0
	JISSEKI1_3: 0
	MOKUHYO1_4: 0
	JISSEKI1_4: 0
	MOKUHYO1_5: 0
	JISSEKI1_5: 0
	MOKUHYO2_1: 75.5
	JISSEKI2_1: 0
	MOKUHYO2_2: 0
	JISSEKI2_2: 0
	MOKUHYO2_3: 0
	JISSEKI2_3: 0
	MOKUHYO2_4: 0
	JISSEKI2_4: 0
	MOKUHYO2_5: 0
	JISSEKI2_5: 0
	MOKUHYO3_1: 75.5
	JISSEKI3_1: 0
	MOKUHYO3_2: 0
	JISSEKI3_2: 0
	MOKUHYO3_3: 0
	JISSEKI3_3: 0
	MOKUHYO3_4: 0
	JISSEKI3_4: 0
	MOKUHYO3_5: 0
	JISSEKI3_5: 0
	MOKUHYO4_1: 75.5
	JISSEKI4_1: 0
	MOKUHYO4_2: 0
	JISSEKI4_2: 0
	MOKUHYO4_3: 0
	JISSEKI4_3: 0
	MOKUHYO4_4: 0
	JISSEKI4_4: 0
	MOKUHYO4_5: 0
	JISSEKI4_5: 0
	MOKUHYO5_1: 75.5
	JISSEKI5_1: 0
	MOKUHYO5_2: 0
	JISSEKI5_2: 0
	MOKUHYO5_3: 0
	JISSEKI5_3: 0
	MOKUHYO5_4: 0
	JISSEKI5_4: 0
	MOKUHYO5_5: 0
	JISSEKI5_5: 0
	MOKUHYO6_1: 75.5
	JISSEKI6_1: 0
	MOKUHYO6_2: 0
	JISSEKI6_2: 0
	MOKUHYO6_3: 0
	JISSEKI6_3: 0
	MOKUHYO6_4: 0
	JISSEKI6_4: 0
	MOKUHYO6_5: 0
	JISSEKI6_5: 0
	HID_KAINEN: 2017
	HID_SHO_CD: 000065
	HID_RIREKI_NO: 19
	HID_EDA1: 1
	HID_EDA2: 2
	HID_EDA3: 3
	HID_EDA4: 4
	HID_EDA5: 5
	HYOKA_KB: 1
	KIKANST: 30
	KIKANED: 34
	ERRMSG: 
	DUMY1: 


